
 
令和５年度 英語教育推進事業 多治見市立笠原小学校の実践 

【研究主題】生き生きとコミュニケーションを図る児童を育てる指導の工夫 ～笠原型コンテント・ベイストの手法を用いた授業づくりと到達目標を活かした評価を通して～ 

学年の学習到達目標とつながりのある単元目標 児童が本時のねらいを達成するための中間指導（交流） 

≪大前提として≫ 

■第２学年における「話すこと［やり取り］」の学習到達目標（自分のこと及び身近で興味のある事

柄について、好きなもの（こと）、欲しいもの（こと）を、簡単な感想を交え、相手の理解や内容につ

いて、確かめながら話すことができる）を達成するために、本単元の目標を設定しています。 

伝え合う内容と必然性を重視した言語活動 

第３学年 Unit 5 “What do you like?” での実践 
 

【単元の目標】 

○強いカードを集め、対戦し「笠原３－２マスター」になるために、自分や相

手の好きなもの（こと）について、その場で簡単な質問をしたり、答えたり

しながら伝え合うことできる。 

児童は、単元を通して、仲間とやり取

りしながら、より多くの情報を集め

て、強いカードを作成していく。「笠

原３－２マスター」になるという伝え

合う目的があるために、伝え合う内

容が豊かになり、主体的に言語活動

に取り組むことができます。 

第５学年 Unit 2 “When is your birthday?” での実践 
 

【単元の目標】 

○クラスの友だちにバースデーカードを作って贈り合うために、誕生日や欲しいもの、好みなどを、具体

的に質問したり、答えたりすることができる。 

【中間指導（交流）Ⅰ】 

＜言語面での指導＞ 

質問したり、答えたりする表現につい

て指導している。 

【中間指導（交流）Ⅱ】 
＜内容面での指導＞ 
本時の学習課題（相手が喜ぶバースデーカード
をつくるために、詳しく情報を伝え合う）を達成
するために、どうしたらよいか指導している。 

 

 

ここが秀逸！ 

・多治見市立笠原小学校は、文部科学省による研究開発学校の指定のあと、教育課程特例校及

び英語教育推進校として、改善を図りながら、研究を進められています。 

・今までの研究で培ってきた「使え合う内容と必然性を重視した言語活動」を当たり前に実践す

るとともに、本年度は、特に、学年の学習到達目標とつながりのある単元目標の設定や児童が

本時のねらいを達成するための中間指導（交流）の在り方に取り組まれてきました。 

 


